
 

佐藤 拓郎氏 アグリーンハート代表取締役 

持続可能な地域づくりと農業に向けたアグリーンハートの

取組の実情と課題 
 

1981 年、黒石市の農家の６代目として生まれる。 

農作業をしながら、TV リポーター、楽曲制作、ライ

ブ演奏、講演活動を続ける農音楽家。 

2017 年、「農業をもっと楽しむ！」をテーマに株式

会社アグリーンハートを立ち上げ、自然栽培(無肥

料・無農薬)での高付加価値生産と、最先端のスマー

ト技術を取り入れた低コスト大量生産の両立を実践

中。（平地で 51ha＋中山間地（自然栽培）で９ha） 

４月には都内に直営店もオープンさせたマルチ農家。

法人化から３年で年商３倍を実現し、年商１億円を達

成。座右の名は『大地に感謝して自分を耕す』 

 

＜ご講演概要＞ 

○スマート農業の課題として、省力化と生産性向上が両立する技術は地域により異なるため、

地域環境に合った技術の推進が必要。黒石市の場合は圃場が比較的小さいため、ロボット

トラクターやリモート入排水装置は費用対効果がそれほど高くないが、ドローン播種は移動・洗

浄コストがかからず、大きな効果を発揮している。 

〇少ないリスクで「楽して稼ぎたい」のは、農家が一番望んでいることであり、兼業農家でも導入

できるモデルと技術が必要。GPS 基地局は半径数 km を網羅するものであり、設置費用が

高額であることから、個人ではなく、行政が設置すべき。 

○有機栽培により、農産物を高付加価値化することで、作業効率が低くても採算ベースに乗

せることができ、障害者雇用を可能にする。 

〇川から取水して苗代で育苗すると、ミネラル、ケイ酸を取り込めるので、無肥料でも苗が作れる

が、ハウス育苗だと地下水を使用するので、無肥料では苗が貧弱になるので難しい。 

〇グローバル GAP 認証を取得し「安心・安全」が当たり前になったことで、次なる目標として「ど

れだけ地球環境に優しい農業を実践しているか」が強みになると考えるようになった。 

〇国内の有機市場は、まだまだ伸びる余地がある。有機農業は、地域の特性が味になりやす

く、おいしさに独創性がでるため、付加価値化しやすく地域として生き延びる手段にもなる。ア

グリーンハートとしては、スマート技術を活用して有機農業で稼げることを証明したい。 
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